
資料

名 称 ： 名古屋市科学館特別展「マンモス展 ～その『生命』の過去と未来～」

会 期 ： 2020年3月14日（土）～6月14日（日）9:30～17:00（入場は16:30まで）
毎週月曜日、毎月第3金曜日、5月7日（火）は休館
※3月20日(金)、5月4日(月)は特別開館

会 場 ： 名古屋市科学館 理工館地下2階イベントホール
（名古屋市中区栄2-17-1 芸術と科学の杜・白川公園内）
TEL 052-201-4486  FAX  052-203-0788
地下鉄「伏見」駅から南へ徒歩5分

主 催 ： 名古屋市科学館、中日新聞社、東海テレビ放送

特別協賛 ： 家庭教師のトライ

協 力 ： ロシア連邦サハ共和国、サハ共和国科学アカデミー、
ロシア北東連邦大学北方応用生態研究所、近畿大学生物理工学部、
近畿大学先端技術総合研究所、野尻湖ナウマンゾウ博物館、
一般財団法人地球産業文化研究所

企画制作 ： フジテレビジョン

企画協力 ： 日本科学未来館

後 援 ： 文部科学省、愛知・岐阜・三重各県教育委員会、愛知県私学協会、
愛知県私立幼稚園連盟、愛知県子ども会連絡協議会、名古屋青年会議所

入 場 料 ： 一般1,600（1,400）円、高校･大学生900（700）円、小･中学生500（300）円
※( )内は前売料金
※前売り券は3月13日（金）まで販売中
※30名以上の団体は当日料金の100円引き
※身体障害者手帳などご持参の方は当日料金の半額

（要証明書、付添人2人まで適用）
※高校・大学生は学生証提示 ※未就学児無料
●上記料金でプラネタリウムを除く名古屋市科学館展示室の観覧可能

そのほか ： 詳細はチラシをご参照ください。

オープニングセレモニーおよび内覧会取材については次ページへ

◎内容に関する問い合わせ
【特別展事務局】〒460-8511 名古屋市中区三の丸1-6-1

中日新聞社 社会事業部
担当：上村早江子、小澤佑斗
TEL  052-221-0955   FAX  052-221-0739

名古屋市科学館 春の特別展



【マンモス、太古の記憶】

約4000年前に絶滅したと言われている大型哺乳類のマンモス。

本特別展では、その貴重な冷凍標本の展示を、古生物学や生命科学などのさまざまな角度から見つめ、

今は亡きマンモスの実像に、過去・現在・未来という視点で迫ります。

【永久凍土で待つもの】

本展のみどころである「ケナガマンモスの皮膚」や「仔ウマ」、「仔イヌ」など、世界初公開を含
む数々の冷凍標本を間近で観察することができます。

オープニングセレモニーおよび内覧会について

日時:2019年3月13日（金） 13時30分～15時30分終了予定
受付：名古屋市科学館 エントランスホール

（名古屋市中区栄二丁目17番地1号）
※同日は休館日です。
※取材にあたり、申込等は必要ございません。
※お車でのご来館はご遠慮ください。
◆内覧会に関するお問い合わせ：中日新聞社社会事業部

（TEL:052－221-0955)

み ど こ ろ

太古の時代、マンモスはどんな環境で、どのように生き、そしてなぜ絶滅してしまったのか。
今から３万年前の地球に生きたマンモスや様々な動物たちを紹介しながら、マンモスの進化の過程
などを探ります。

【その「生命」は蘇るのか】

近畿大学の「マンモス復活プロジェクト」を通じて、最先端生命科学の「今」と「未来」をナビ
ゲートします。また、日々進歩する科学技術に向き合って、私たちはどのような未来をつくるべき
なのか、一人ひとりに問いかけます。



貴媒体で特別展「マンモス展 ～その『生命』の過去と未来～」をご紹介ください。
掲載にあたり、招待券および広報用画像をご提供します。

◇招待券 ※提供元：主催「マンモス展 ～その『生命』の過去と未来～」実行委員会
１媒体につき２０枚（例：１０組２０名様分）までとさせていただきます。
別紙申込書に必要事項を記入し、特別展事務局へメールまたはFAXでお申し込みください。
招待券は申し込み受け付け次第、順次郵送予定です

（１週間以内に発送を予定しています）。
お手数ですが、掲載紙２部を下記までお送り下さい。

【掲載紙送付先】〒460-8511 名古屋市中区三の丸1-6-1
中日新聞社社会事業部内 「マンモス展実行委員会事務局」宛

①タイトルロゴ

②メインビジュアル

◇②③メインビジュアルはトリミン
グ不可。

◇④はマンモスの頭部・牙以外の
部分のみトリミング可。

③メインビジュアル
（タイトル、キャッチ入り）

『２００５年の「愛・地球博」で展示した「ユカギルマンモス」やロシアの永久凍土から発掘された世

界初公開を含む数々の貴重な冷凍標本を世界最大規模で展示。マンモスと同時期に生きた古生

物の骨格標本も展示。最先端の生命科学研究についても紹介し、今は亡きマンモスの実像に「過

去・現在・未来」という視点で迫ります。』

④「ユカギルマンモス」
（頭部冷凍標本）



申し込み先（特別展事務局行） 

e-mail：ozawa.y2@chunichi.co.jp     または　　 FAX：052-221-0739

申込日　２０２０年　　　　月　　　　日

　掲載媒体名（ウェブサイトの場合はＵＲＬもご記入ください） 掲載予定号

　掲載枠サイズ 　発行（売）予定日 　発行部数

mm × mm 部

広報用画像希望番号

　プレゼント用招待券

　会社名（ふりがな）

　担当者名（ふりがな） 　部署名

　住　所 （〒　　　　　　　　　　　）

　電話番号 　ＦＡＸ番号

＊通信欄

  ◎掲載される際には必ず「提供元：マンモス展実行委員会」と明記してください。

　◎掲載紙２部を特別展事務局までご送付いただきますようお願いいたします。

　◎読者プレゼント用の招待券は、お申し込み後約1週間以内にご送付申し上げます。

【特別展事務局】

〒460-8511　名古屋市中区三の丸1-6-1

中日新聞社社会事業部内

特別展「マンモス展 ～その『生命』の過去と未来～」実行委員会

事務局　担当：小澤 佑斗

TEL 052-221-0955   FAX 052-221-0739

　E-mail
*画像送信先

名古屋市科学館　春の特別展

希　　望（　　　　枚）　　　／　　　　不　　要


